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は
じ
め
に
三
世
竹
本
越
路
太
夫
（
一
八
六
五
～
一
九
二
四
）
は
、
大
正
年
間
、
御
霊
文
楽
座
の
紋
下
を
務
め
た
近
代
を
代
表
す
る
名
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
だ
が
、
同
様
に
評
価
さ
れ
る
竹
本
攝
津
大
掾
や
豊
竹
山
城
少
掾
と
違
っ
て
、
一
冊
に
ま
と
ま
っ
た
評
伝
や
芸
談
は
存
在
し
な
い
。
そ
ん
な
中
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
、
越
路
太
夫
旧
蔵
の
床
本
、
番
付
な
ど
の
資
料
類
と
見
台
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
遺
品
類
、
約
五
百
点
が
ご
子
孫
か
ら
国
立
文
楽
劇
場
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
筆
者
は
劇
場
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
数
名
の
研
究
者
と
と
も
に
資
料
・
遺
品
類
の
整
理
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
連
の
作
業
を
終
え
て
、
同
年
十
一
月
四
日
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で
、
劇
場
一
階
の
展
示
室
で
、
国
立
文
楽
劇
場
企
画
展
示
「
三
世
竹
本
越
路
太
夫
」
と
銘
打
つ
遺
品
展
が
開
か
れ
た
。
期
間
中
の
十
二
月
九
日
に
は
小
ホ
ー
ル
で
、
列
品
講
座
と
し
て
「
三
世
竹
本
越
路
太
夫
と
大
正
時
代
の
文
楽
界
」
が
あ
り
、
筆
者
が
講
師
を
務
め
た
。
翌
年
二
月
に
は
寄
贈
品
目
録
『
三
世
竹
本
越
路
太
夫
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
目
録
に
解
説
「
三
世
竹
本
越
路
太
夫
と
そ
の
時
代
」
を
執
筆
し
た
。
主
に
履
歴
、
芸
歴
を
綴
っ
た
も
の
だ
。
本
稿
は
、
そ
の
時
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
越
路
太
夫
の
芸
と
人
に
関
す
る
資
料
を
今
の
段
階
で
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。
（
一
）
文
学
史
の
中
の
越
路
太
夫
―
『
暦
』
発
見
に
ま
つ
わ
る
逸
話
―
井
原
西
鶴
が
浄
瑠
璃
史
に
名
前
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る
。
通
説
で
は
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
、
大
阪
道
頓
堀
に
竹
本
義
太
夫
が
竹
本
座
を
創
設
し
た
の
に
対
抗
し
た
宇
治
加
賀
掾
が
、
翌
年
、
京
か
ら
大
阪
へ
下
っ
て
興
行
を
打
っ
た
。
そ
の
際
、
西
鶴
に
委
嘱
し
た
新
作
が
『
暦
』
で
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
賢
女
の
手
習
并
新
暦
』
を
上
演
し
た
竹
本
座
と
張
り
合
っ
た
が
、
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三
世
竹
本
越
路
太
夫
の
芸
と
人
森
西
真
弓
軍
配
は
竹
本
座
に
上
が
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
西
鶴
、
近
松
と
い
う
大
物
が
同
時
に
登
場
し
、
劇
的
に
語
ら
れ
て
き
た
逸
話
だ
が
、
典
拠
と
な
っ
た
『
今
昔
操
年
代
記
』
が
後
年
の
資
料
で
、
年
次
に
誤
記
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
説
も
存
在
す
る
。
か
つ
て
本
学
で
専
任
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
大
橋
正
叔
天
理
大
学
名
誉
教
授
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
証
か
ら
否
定
的
な
意
見
を
述
べ
、
新
説
を
提
示
し
て
お
ら
れ
る
。
詳
細
は
先
生
の
ご
著
書
『
近
世
演
劇
の
享
受
と
出
版
』
（
二
〇
一
九
年
八
木
書
店
）
所
収
の
「
浄
瑠
璃
史
に
お
け
る
貞
享
二
年
」
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
西
鶴
作
『
暦
』
の
丸
本
発
見
に
、
三
世
越
路
太
夫
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
藤
井
紫
影
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
西
鶴
の
浄
瑠
璃
『
暦
』
解
題
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
（
以
下
、
引
用
文
は
す
べ
て
旧
漢
字
、
旧
仮
名
を
現
行
の
漢
字
、
仮
名
使
い
に
改
め
る
）
何
処
か
に
丸
本
が
あ
り
そ
う
な
も
の
と
、
昼
夜
念
が
け
て
い
た
処
、
先
年
朝
日
新
聞
社
が
近
松
二
百
年
記
念
を
発
起
し
丸
本
の
捜
索
蒐
集
東
奔
西
走
大
い
に
努
め
た
際
、
同
社
の
内
海
幽
水
氏
が
故
越
路
太
夫
の
蔵
架
中
よ
り
ゆ
く
り
な
く
暦
の
丸
本
を
発
見
さ
れ
た
の
は
、
実
に
意
外
の
獲
物
で
、
近
来
の
大
発
見
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
学
史
上
、
浄
瑠
璃
史
上
の
「
大
発
見
」
に
三
世
越
路
太
夫
が
貢
献
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
関
す
る
逸
話
が
別
の
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
際
の
発
見
者
で
あ
る
内
海
幽
水
が
記
し
た
「
西
鶴
研
究
の
資
料
に
つ
い
て
」
で
、
雑
誌
『
苦
楽
』
臨
時
増
刊
第
三
号
（
昭
和
二
十
四
＝
一
九
四
九
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
部
を
引
用
す
る
。
大
正
十
一
年
に
私
が
同
博
士
の
校
訂
に
よ
る
近
松
全
集
の
出
版
を
お
手
伝
い
し
た
際
、
加
賀
掾
の
正
本
で
近
松
の
作
と
推
定
す
べ
き
数
篇
の
院
本
が
必
要
と
な
り
、
百
方
手
を
つ
く
し
て
探
索
す
る
最
中
、
攝
津
大
掾
の
遺
品
の
中
か
ら
そ
れ
ら
し
い
も
の
二
三
を
発
見
し
た
の
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
文
楽
座
の
紋
下
太
夫
竹
本
越
路
の
宅
を
訪
い
、
所
蔵
の
院
本
が
あ
れ
ば
拝
見
し
た
い
と
申
出
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
越
路
太
夫
は
宿
痾
療
養
の
た
め
淡
路
へ
行
っ
て
い
た
が
、
妻
女
は
院
本
な
ら
数
多
所
持
す
る
旨
を
答
え
て
土
蔵
の
中
の
書
架
へ
私
を
案
内
し
た
。
私
は
数
百
冊
の
院
本
が
整
然
と
積
ま
れ
て
い
る
書
架
か
ら
近
松
の
稀
覯
院
本
十
数
冊
を
探
り
出
す
と
同
時
に
、
「
暦
」
の
正
本
を
も
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
全
く
予
想
外
の
収
穫
で
あ
っ
た
。
発
見
の
刹
那
に
感
じ
た
喜
悦
の
情
を
今
に
私
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
鮮
明
に
印
刷
さ
れ
た
八
行
本
、
皺
一
、
汚
点
一
つ
な
い
美
し
い
本
で
あ
っ
た
。
藤
井
博
士
の
近
松
全
集
の
最
終
巻
と
黒
木
勘
蔵
氏
編
浄
瑠
璃
名
作
集
の
上
巻
と
に
収
録
さ
れ
た
「
暦
」
は
、
こ
う
し
た
偶
然
の
発
見
、
全
く
、
私
の
怪
我
の
功
名
に
よ
り
活
字
に
翻
刻
さ
れ
て
世
に
あ
ら
わ
れ
、
西
鶴
の
研
究
に
一
生
面
を
拓
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
発
見
者
で
あ
る
内
海
幽
水
の
興
奮
ぶ
り
が
よ
く
伝
わ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
を
筆
者
は
す
で
に
展
示
会
の
段
階
で
入
手
し
て
い
て
、
目
録
の
解
説
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文
に
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
先
述
の
講
座
で
は
紹
介
し
た
。
肥
田
晧
三
先
生
が
『
苦
楽
』
を
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
コ
ピ
ー
を
く
だ
さ
っ
た
。『
苦
楽
』
は
戦
前
と
戦
後
に
二
度
刊
行
さ
れ
た
、
文
学
界
に
著
名
な
雑
誌
で
あ
る
。
（
二
）
文
献
の
中
の
越
路
太
夫
展
示
会
か
ら
す
で
に
二
十
五
年
、
当
時
に
比
べ
る
と
近
年
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
資
料
の
探
索
や
閲
覧
が
容
易
に
な
っ
た
。
雑
誌
の
目
録
と
目
次
の
一
覧
や
書
籍
の
再
刊
と
索
引
の
整
備
な
ど
で
記
事
が
調
べ
や
す
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
三
世
越
路
太
夫
の
芸
と
人
柄
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
探
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
因
み
に
前
回
の
解
説
文
は
四
千
字
と
字
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
参
考
資
料
を
明
記
す
る
こ
と
な
く
、
本
文
に
落
と
し
込
ん
だ
り
、
ご
く
一
部
を
引
用
す
る
に
止
ま
っ
た
。
ま
ず
は
、
前
回
、
記
録
で
き
な
か
っ
た
参
考
文
献
を
挙
げ
て
お
く
。〇
『
義
太
夫
年
表
明
治
篇
』
（
義
太
夫
年
表
編
纂
会
著
昭
和
三
十
一
＝
一
九
五
六
年
義
太
夫
年
表
刊
行
会
）
〇
『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
（
財
団
法
人
文
楽
協
会
著
昭
和
四
十
五
＝
一
九
七
〇
年
「
義
太
夫
年
表
」（
大
正
篇
）
刊
行
会
）
〇
『
竹
本
攝
津
大
掾
』
（
水
谷
不
倒
著
明
治
三
十
七
＝
一
九
〇
四
年
博
文
館
）
〇
『
義
太
夫
大
鑑
』（
秋
山
清
著
大
正
六
＝
一
九
一
七
年
私
家
版
）
〇
『
此
君
帖
』（
橘
米
吉
著
大
正
十
二
＝
一
九
二
三
年
冨
久
積
舎
）
〇
『
文
楽
今
昔
譚
』
（
木
谷
蓬
吟
著
昭
和
四
＝
一
九
二
九
年
『
道
頓
堀
』
編
集
部
）
〇
『
人
形
芝
居
雑
話
』
（
石
割
松
太
郎
著
昭
和
五
＝
一
九
三
〇
年
春
陽
堂
）
〇
『
文
楽
の
研
究
』
（
三
宅
周
太
郎
著
昭
和
十
五
＝
一
九
四
〇
年
創
元
社
）
〇
『
文
楽
史
』（
木
谷
蓬
吟
著
昭
和
十
八
＝
一
九
四
三
年
全
国
書
房
）
〇
『
文
楽
聞
書
』
（
茶
谷
半
次
郎
著
昭
和
二
十
一
＝
一
九
四
六
年
全
国
書
房
）
〇
『
山
城
少
掾
聞
書
』
（
茶
谷
半
次
郎
著
昭
和
二
十
四
＝
一
九
四
九
年
和
敬
書
店
）
〇
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
（
竹
本
綱
太
夫
著
昭
和
四
十
一
＝
一
九
六
六
年
布
井
書
房
）
二
冊
の
『
義
太
夫
年
表
』
は
近
代
文
楽
史
を
知
る
基
本
資
料
で
あ
る
。
続
く
文
楽
関
連
図
書
か
ら
は
越
路
太
夫
の
経
歴
だ
け
で
な
く
、
芸
と
人
に
関
す
る
記
述
を
探
し
た
。
他
に
は
雑
誌
『
演
芸
画
報
』
明
治
四
十
三
＝
一
九
一
三
年
六
月
号
掲
載
の
「
名
家
真
相
録
」
を
参
照
し
た
。
（
三
）
そ
の
修
業
こ
こ
か
ら
は
、（
二
）
に
挙
げ
た
資
料
以
外
か
ら
も
情
報
を
追
加
し
て
い
く
。
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杉
山
其
日
庵
著
の
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
一
月
に
黒
白
発
行
所
か
ら
初
版
が
出
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十
（
一
九
七
〇
）
年
に
は
正
誤
表
を
付
し
た
新
版
が
鳳
出
版
か
ら
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
岩
波
文
庫
と
し
て
上
下
二
冊
の
形
で
刊
行
さ
れ
、
下
巻
に
人
名
索
引
が
付
さ
れ
た
。
杉
山
は
越
路
太
夫
に
そ
の
青
年
時
代
か
ら
注
目
し
て
い
た
（
目
次
番
号
八
八
・
九
〇
）
。
そ
れ
は
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
一
月
、
文
楽
座
で
『
祇
園
祭
礼
信
仰
記
』
三
段
目
の
口
「
鳶
田
の
段
」（
上
燗
屋
）
を
聴
い
た
時
の
記
憶
で
、
越
路
太
夫
は
当
時
さ
の
太
夫
を
名
乗
っ
て
お
り
、
三
十
歳
だ
っ
た
。
杉
山
は
「『
次
第
に
更
く
る
夜
嵐
に
』
と
語
り
出
し
た
時
、
…
…
別
な
世
界
か
ら
、
は
る
か
に
吹
き
送
ら
れ
て
来
た
駒
太
夫
風
の
声
か
と
思
う
ほ
ど
、
音 お
んが
据
っ
て
い
て
、
こ
の
世
で
聞
け
ぬ
と
思
う
て
い
た
声
を
聞
い
た
の
で
、
驚
い
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
夜
、
訪
ね
て
来
た
越
路
の
師
匠
の
攝
津
大
掾
に
感
想
を
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
へ
当
の
本
人
も
現
れ
、
挨
拶
し
た
話
も
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
以
来
、
杉
山
は
越
路
太
夫
が
亡
く
な
る
ま
で
「
排
他
的
絶
対
の
贔
屓
」
と
な
り
、
「
大
飯
を
食
わ
れ
た
」
と
い
う
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
を
元
に
、
修
業
熱
心
だ
っ
た
様
子
を
紹
介
し
て
い
く
。
目
次
番
号
六
六
に
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
「
新
吉
原
揚
屋
の
段
」
の
稽
古
に
関
す
る
経
験
談
が
語
ら
れ
て
い
る
。
越
路
太
夫
が
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
九
月
と
推
定
さ
れ
る
文
楽
座
の
公
演
で
、
病
気
休
演
し
た
攝
津
大
掾
の
代
役
で
急
遽
勤
め
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
三
味
線
を
弾
い
て
い
た
五
世
豊
澤
廣
助
に
稽
古
を
頼
ん
だ
が
、
稽
古
し
た
と
こ
ろ
で
充
分
に
出
来
る
は
ず
が
な
い
と
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
日
、
こ
の
こ
と
を
師
匠
に
伝
え
る
と
、
攝
津
大
掾
か
ら
浄
瑠
璃
の
七
段
目
と
い
う
役
場
は
『
忠
臣
蔵
』
に
し
て
も
『
加
賀
見
山
』
に
し
て
も
、
自
分
で
思
案
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
も
の
な
の
だ
と
諭
さ
れ
た
と
い
う
。
芸
の
深
遠
さ
を
物
語
る
逸
話
だ
。
似
た
よ
う
な
話
が
目
次
番
号
二
六
に
も
あ
る
。『
源
平
布
引
滝
』「
綿
繰
馬
の
段
」
に
つ
い
て
、
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
十
一
月
、
役
が
つ
い
た
の
で
稽
古
を
し
て
も
ら
お
う
と
攝
津
大
掾
を
訪
ね
た
ら
、
役
が
つ
い
て
か
ら
来
る
よ
う
で
は
遅
す
ぎ
る
。
今
教
え
て
す
ぐ
に
語
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
今
回
は
そ
の
ま
ま
や
っ
て
お
き
、
公
演
が
終
わ
っ
た
ら
稽
古
に
来
る
よ
う
に
叱
ら
れ
た
と
い
う
の
だ
。
結
局
、
越
路
太
夫
は
不
安
な
ま
ま
舞
台
を
勤
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
九
月
、
文
楽
座
で
越
路
太
夫
は
『
三
十
三
間
堂
棟
由
来
』
「
平
太
郎
住
家
の
段
」
を
語
っ
た
。
こ
れ
を
聴
い
た
杉
山
は
「
餅
の
な
い
汁
粉
を
食
う
よ
う
」
に
感
じ
て
、
越
路
の
慢
心
を
注
意
し
て
い
る
（
目
次
番
号
三
五
）。
大
正
時
代
に
移
る
。
現
役
を
引
退
し
て
か
ら
も
攝
津
大
掾
の
弟
子
に
対
す
る
厳
格
な
指
導
は
続
い
た
。『
花
上
野
誉
碑
』「
志
度
寺
の
段
」
で
、
源
太
左
衛
門
の
引
込
の
表
現
を
注
意
さ
れ
た
越
路
太
夫
は
、
年
齢
も
五
十
歳
近
く
な
り
、
白
髪
も
出
て
来
た
の
で
、
何
と
か
稽
古
が
先
に
進
む
よ
う
、
杉
山
か
ら
師
匠
に
頼
ん
で
ほ
し
い
と
訴
え
て
来
た
。
同
情
し
た
杉
山
が
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
と
攝
津
大
掾
は
烈
火
の
如
く
怒
り
出
し
た
と
い
う
（
目
次
番
号
一
九
）
。
他
に
も
若
い
日
、
自
分
た
ち
直
弟
子
よ
り
も
素
人
義
太
夫
や
東
京
か
ら
来
た
三
味
線
弾
き
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
周
囲
に
不
平
を
漏
ら
し
た
の
が
攝
津
大
掾
の
―4―
耳
に
入
り
、
勘
気
を
蒙
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
綴
ら
れ
て
い
る
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
弟
子
に
と
っ
て
師
匠
は
怖
い
存
在
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
修
業
の
後
に
越
路
太
夫
の
芸
は
花
開
い
て
い
く
。
最
後
は
認
め
ら
れ
、
誉
め
ら
れ
て
い
る
記
事
を
挙
げ
る
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
三
月
、
も
し
く
は
六
年
四
月
に
文
楽
座
で
『
義
経
千
本
桜
』「
鮨
屋
の
段
」
を
語
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
（
目
次
番
号
一
八
）。
語
り
が
筑
前
風
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
杉
山
が
指
摘
す
る
と
、
越
路
太
夫
は
礼
を
述
べ
て
帰
り
、
翌
年
、
東
京
歌
舞
伎
座
で
の
素
浄
瑠
璃
の
会
で
完
璧
に
筑
前
風
に
語
っ
た
と
い
う
。
喜
ん
だ
杉
山
は
羽
織
一
枚
と
印
籠
を
贈
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
十
月
の
文
楽
座
に
お
け
る
攝
津
大
掾
一
周
忌
追
善
興
行
の
『
中
将
姫
古
跡
松
』
「
雪
責
の
段
」
を
絶
賛
し
て
い
る
（
目
次
番
号
一
二
）
。
い
わ
く
攝
津
大
掾
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。
杉
山
は
「
師
匠
臭
く
な
く
っ
て
綱
太
夫
臭
か
っ
た
の
で
、
堪
能
す
る
ほ
ど
面
白
き
珍
し
い
語
物
を
聴
い
て
、
大
阪
に
来
た
甲
斐
が
あ
っ
て
有
難
う
と
御
礼
を
云
う
ぞ
」
と
越
路
太
夫
に
告
げ
て
い
る
。
前
後
に
は
「
風
」
を
重
ん
じ
た
杉
山
の
持
論
が
縷
々
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
に
は
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。
本
文
に
は
会
話
体
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
読
ん
で
い
る
と
直
接
、
杉
山
や
攝
津
大
掾
、
越
路
太
夫
の
語
り
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。
杉
山
と
攝
津
大
掾
、
越
路
太
夫
と
の
交
流
は
書
面
を
通
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
国
立
文
楽
劇
場
に
寄
贈
さ
れ
た
遺
品
の
中
に
、
杉
山
か
ら
攝
津
大
掾
や
越
路
太
夫
に
宛
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
が
巻
子
本
四
巻
の
形
で
含
ま
れ
て
い
た
（『
目
録
』
二
巻
子
本
・
軸
の
う
ち
「
三
世
竹
本
越
路
太
夫
宛
杉
山
茂
丸
書
簡
」
98～
101）
。
注
意
や
感
想
、
誉
め
言
葉
な
ど
が
綴
ら
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
だ
。
そ
の
一
部
は
国
立
劇
場
の
上
演
資
料
集
に
翻
刻
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
四
八
一
号
平
成
十
七
＝
二
〇
〇
五
年
九
月
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』
・
四
九
八
号
平
成
十
九
＝
二
〇
〇
七
年
二
月
『
摂
州
合
邦
辻
』）。
杉
山
は
｢寺
子
屋
｣に
関
し
て
越
路
太
夫
の
質
問
に
答
え
、
助
言
や
注
意
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
君
の
寺
子
屋
天
下
己
に
定
評
あ
り
余
り
イ
ジ
ラ
ヌ
が
良
い
と
思
い
候
」
「
今
夜
の
九
ツ
ユ
リ
は
貴
君
の
絶
品
と
存
候
」
と
い
っ
た
誉
め
言
葉
も
あ
る
。
「
合
邦
」
に
は
「
俊
徳
の
詞
も
婆
爺
の
情
合
も
つ
か
ん
で
放
る
よ
う
に
語
れ
」
と
助
言
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
筆
者
が
先
述
の
講
演
を
し
た
際
の
メ
モ
書
き
に
、「
九
段
目
」
に
対
し
て
「
色
が
そ
れ
ぞ
れ
に
違
わ
ね
ば
人
形
が
動
か
ぬ
。
人
形
の
こ
と
を
考
え
て
語
れ
ば
よ
い
」、「
鮨
屋
」
に
は
「
金
箔
つ
き
」、「
紙
治
」
に
「
生
が
一
夜
の
幸
福
」
と
い
っ
た
文
言
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
ぜ
ひ
と
も
全
編
の
翻
刻
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
別
の
資
料
か
ら
一
つ
挙
げ
る
。
コ
ラ
ム
の
金
字
塔
と
称
え
ら
れ
た
薄
田
泣
菫
の
｢茶
話
｣に
次
の
よ
う
な
ひ
と
こ
ま
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
〔
竹
本
〕
越
路
太
夫
は
文
楽
座
の
十
一
月
興
行
に
『
忠
臣
蔵
』
の
九
つ
目
〔
山
科
閑
居
の
段
〕
を
語
っ
て
い
る
（
引
用
者
注
＝
大
正
六
年
）
。
立
派
な
出
来
で
、
こ
の
語
物
一
つ
で
初
日
以
来
座
は
毎
日
の
よ
う
に
大
入
を
続
け
て
い
る
。
二
三
年
前
、
同
じ
座
で
同
じ
九
つ
目
を
語
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
―5―
越
路
は
自
分
な
が
ら
物
足
り
な
い
点
が
あ
っ
た
の
で
早
速
師
匠
摂
津
大
掾
の
許
に
駆
け
つ
け
た
。（
略
）
越
路
は
大
掾
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。
こ
れ
ま
で
幾
度
か
師
匠
の
九
つ
目
を
聴
い
て
、
結
構
な
出
来
だ
と
思
わ
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
さ
て
自
分
が
語
っ
て
見
る
と
、
戸
無
瀬
も
本
蔵
も
初
め
か
ら
し
ゃ
ち
こ
ば
っ
て
、
ま
る
で
喧
嘩
を
売
り
に
来
た
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
「
ど
こ
の
工
合
だ
っ
し
ゃ
ろ
、
ね
っ
か
ら
工
夫
が
附
き
ま
へ
ん
よ
っ
て
。」
と
言
っ
て
、
胡
麻
白
の
頭
を
几
帳
面
に
下
げ
た
。
大
掾
は
そ
れ
を
聞
く
と
、
「
ふ
む
、
お
前
も
や
っ
ぱ
り
そ
う
か
い
な
。」
と
言
っ
て
感
心
し
た
よ
う
に
首
を
ふ
っ
た
。
大
掾
の
言
葉
に
よ
る
と
、
彼
も
長
い
間
幾
度
か
こ
の
九
つ
目
を
語
っ
た
が
、
戸
無
瀬
も
本
蔵
も
ど
う
か
す
る
と
喧
嘩
腰
で
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
越
路
と
同
じ
よ
う
な
事
を
言
っ
て
、
師
匠
の
春
太
夫
に
訊
い
た
事
が
あ
っ
た
。
春
太
夫
は
弟
子
の
顔
を
見
て
唯
に
や
に
や
笑
っ
て
の
み
い
た
。
大
掾
は
そ
の
後
工
夫
に
工
夫
を
積
ん
で
み
た
が
、
や
っ
と
七
十
二
歳
の
春
に
な
っ
て
、
初
め
て
師
匠
春
太
夫
の
そ
れ
に
比
べ
て
、
余
り
聴
き
劣
り
の
し
な
い
語
り
口
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
「
つ
ま
り
稽
古
だ
な
、
稽
古
よ
り
外
に
は
何
も
無
い
。」
と
言
っ
て
、
大
掾
は
そ
の
昔
春
太
夫
が
し
た
よ
う
な
笑
い
方
を
繰
り
返
し
た
。だ
が
、
実
際
は
稽
古
ば
か
り
で
は
な
い
、
稽
古
の
外
に
「
世
間
」
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
越
路
も
九
つ
目
が
立
派
に
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
分
「
世
間
」
が
分
っ
て
来
た
証
拠
だ
。
お
蔭
で
皮
肉
な
客
に
は
喜
ば
れ
る
か
知
ら
な
い
が
、
こ
の
道
楽
者
も
も
う
恋
女
は
出
来
な
い
も
の
と
腹
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
『
完
本
茶
話
』
谷
沢
永
一
・
浦
西
和
彦
編
昭
和
五
十
八
＝
一
九
八
三
年
冨
山
房
）
難
曲
中
の
難
曲
と
さ
れ
る
「
山
科
閑
居
」
だ
け
に
奥
が
深
い
。
最
後
の
段
落
は
削
除
し
よ
う
か
と
思
っ
た
が
、
こ
こ
が
な
い
と
「
茶
話
」
に
は
な
ら
な
い
の
で
残
し
た
。
道
楽
も
「
芸
の
肥
や
し
」
だ
っ
た
時
代
の
話
で
あ
る
。
（
四
）
そ
の
芸
風
近
代
は
レ
コ
ー
ド
録
音
が
可
能
に
な
っ
た
時
代
で
、
何
人
も
の
太
夫
と
三
味
線
弾
き
が
音
盤
を
残
し
て
い
る
。
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
越
路
太
夫
は
そ
れ
を
嫌
っ
た
た
め
、
今
、
音
声
を
耳
に
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。
残
さ
れ
た
同
時
代
の
資
料
か
ら
、
芸
風
の
一
端
に
触
れ
て
み
る
。
芸
風
に
つ
い
て
は
諸
書
に
散
見
さ
れ
る
が
、
『
芸
談
か
た
つ
む
り
』
が
最
も
詳
細
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
。
越
路
師
匠
の
声
の
遣
い
方
、
そ
れ
は
鼻
へ
抜
く
音
の
遣
い
方
の
う
ま
さ
で
、
そ
れ
が
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
師
匠
の
「
矢
声
」
の
音
力
な
の
で
す
が
、（
略
）「
太
功
記
」
十
段
目
を
―6―
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、（
略
）「
光
秀
ッ
」
と
突
っ
張
ら
れ
る
音
力
が
あ
ま
り
に
強
い
の
で
「
光
秀
ッ
」
の
音
力
が
ビ
ュ
ー
ン
と
、
ま
る
で
手
榴
弾
の
弾
風
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
耳
も
と
へ
強
い
圧
力
で
突
き
刺
す
よ
う
に
響
い
て
く
る
（
以
下
略
）。
い
う
に
い
わ
れ
ぬ
情
味
の
あ
る
美
声
で
は
な
い
が
所
謂
好
い
た
ら
し
い
声
で
し
た
。
例
え
ば
「
岡
崎
」
で
申
し
ま
す
と
「
剣
術
無
双
の
政
右
衛
門
」
の
そ
の
「
政
右
衛
門
」
の
音
づ
か
い
な
ど
、
ま
こ
と
に
い
う
に
い
え
ぬ
情
味
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
一
言
で
ホ
ロ
リ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
も
の
で
す
。「
妹
背
山
」
の
定
高
で
も
「
推
量
い
た
し
て
…
…
」
と
ス
カ
し
て
い
わ
れ
る
音
遣
い
の
情
味
に
は
、
こ
れ
も
思
わ
ず
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
声
量
に
恵
ま
れ
、
磨
い
た
技
術
を
駆
使
し
て
語
り
、
義
太
夫
節
に
不
可
欠
の
情
味
を
み
ご
と
に
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
美
声
家
で
艶
物
が
得
意
だ
っ
た
攝
津
大
掾
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
芸
風
だ
っ
た
。ま
た
綱
太
夫
は
、
越
路
太
夫
が
彦
六
座
系
の
竹
本
組
太
夫
の
許
へ
も
稽
古
に
通
っ
て
い
た
こ
と
を
美
談
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
（
五
）
そ
の
芸
評
文
楽
の
公
演
評
は
雑
誌
や
新
聞
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
主
だ
っ
た
も
の
を
い
く
つ
か
引
用
す
る
。
明
治
年
間
で
は
、
『
演
芸
画
報
』
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
香
川
蓬
洲
筆
「
文
楽
座
の
浄
瑠
璃
」
中
、
『
岸
姫
松
轡
鑑
』
の
評
が
詳
細
だ
が
、
近
年
は
上
演
が
稀
な
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
文
楽
座
の
越
路
太
夫
一
座
は
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
か
ら
八
年
ま
で
、
東
京
歌
舞
伎
座
で
毎
年
十
二
月
に
十
日
間
（
八
年
は
日
延
べ
し
て
十
一
日
間
）
の
素
浄
瑠
璃
公
演
を
行
っ
た
。
演
目
は
毎
日
替
り
で
、
詳
細
は
『
歌
舞
伎
座
百
年
史
資
料
編
』
（
平
成
七
＝
一
九
九
五
年
監
修
兼
発
行
人
・
永
山
武
臣
編
集
人
・
金
森
和
子
発
行
所
・
松
竹
株
式
会
社
／
株
式
会
社
歌
舞
伎
座
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
評
が
『
新
演
芸
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
越
路
太
夫
に
関
す
る
と
こ
ろ
を
抜
粋
す
る
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
の
評
は
翌
年
一
月
号
に
「
越
路
一
座
を
聴
く
」
と
題
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
筆
者
は
清
見
陸
郎
。
大
切
越
路
太
夫
（
絃
吉
兵
衛
、
連
引
歌
助
）
の
「
堀
川
」
は
折
紙
付
の
名
品
と
見
做
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
の
名
品
が
そ
れ
程
に
深
い
感
銘
を
私
の
胸
に
与
え
な
か
っ
た
事
を
思
う
と
、
私
は
い
ろ
い
ろ
な
疑
義
に
迷
わ
さ
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
。
「
女
肌
に
は
白
無
垢
や
」
の
唄
は
い
い
。
呂
昇
が
唄
う
よ
う
に
魂
も
蕩
け
る
よ
う
な
美
し
さ
は
な
い
け
れ
ど
、
盲
目
の
老
女
と
物
心
も
つ
か
ぬ
小
娘
と
が
一
し
ょ
に
唄
う
の
と
し
て
は
、
こ
の
方
が
却
っ
て
誠
ら
し
く
、
哀
れ
も
深
い
。
但
し
、
小
娘
の
詞
は
余
り
に
も
太
く
が
さ
つ
で
越
路
の
声
も
案
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外
欠
点
の
多
い
声
だ
と
い
う
事
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。
老
母
も
今
一
息
病
苦
に
や
つ
れ
た
痛
々
し
さ
を
見
せ
て
貰
い
た
か
っ
た
。（
略
）
そ
の
代
り
与
次
郎
と
な
る
と
、
越
路
は
さ
す
が
に
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
妙
味
を
見
せ
る
。
臆
病
で
、
そ
そ
っ
か
し
屋
で
、
愛
嬌
者
の
こ
の
猿
廻
し
は
、
と
も
す
れ
ば
当
込
み
た
く
さ
ん
の
騒
々
し
い
も
の
に
な
り
た
が
る
の
だ
が
、
越
路
は
よ
く
そ
れ
か
ら
脱
却
し
、
要
所
々
々
で
は
充
分
の
憂
い
を
き
か
せ
て
く
れ
た
。
お
し
ゅ
ん
の
手
紙
を
伝
兵
衛
の
鼻
先
に
差
し
付
け
な
が
ら
言
句
に
詰
り
、
や
っ
と
の
事
に
「
祐
筆
じ
ゃ
わ
い
」
と
い
う
あ
た
り
な
ど
軽
妙
を
極
め
て
い
た
。
猿
廻
し
の
条
も
、
「
お
猿
は
め
で
た
や
め
で
た
や
な
あ
」
が
少
し
荒
っ
ぽ
す
ぎ
は
し
な
い
か
と
思
っ
た
位
の
も
の
で
、
大
変
よ
か
っ
た
。
山
城
少
掾
以
前
の
「
堀
川
」
で
も
、
与
次
郎
の
語
り
に
は
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
興
味
深
い
。
次
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
で
翌
年
一
月
号
の
「
越
路
太
夫
来
る
」
。
書
い
て
い
る
の
は
岡
鬼
太
郎
だ
が
、
具
体
性
に
乏
し
い
評
な
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
の
評
は
翌
年
一
月
号
の
「
越
路
太
夫
一
座
」
で
、
筆
者
は
雙
角
。
越
路
太
夫
、
吉
兵
衛
の
「
紙
治
内
」
、
ま
ず
太
夫
の
巧
く
な
っ
た
の
に
驚
い
た
。（
略
）
世
話
物
不
得
意
の
太
夫
が
、
紙
治
を
語
っ
て
軽
く
な
っ
た
。
情
を
語
り
う
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尼
ヶ
崎
の
堂
々
た
る
特
色
か
ら
、
平
穏
な
味
の
方
へ
、
頭
脳
を
ま
ず
振
向
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
技
量
も
そ
れ
に
伴
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
見
台
を
叩
か
ぬ
料
簡
が
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
方
面
へ
の
進
歩
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
越
路
は
覚
醒
し
た
。（
略
）
素
浄
瑠
璃
で
あ
る
に
、
手
紙
や
箪
笥
の
件
に
入
れ
事
の
多
き
は
嫌
味
、
こ
ん
な
事
を
つ
い
で
に
覚
醒
し
て
も
ら
い
た
い
。（
略
）
殺
し
の
件
は
、
前
年
と
は
比
べ
物
に
な
ら
ぬ
程
巧
い
。
腹
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
節
の
半
分
し
か
詞
の
言
え
な
か
っ
た
太
夫
は
ま
だ
治
兵
衛
や
お
さ
ん
に
破
綻
を
見
せ
て
い
る
。
来
年
を
楽
し
み
に
す
る
。
世
話
物
に
も
成
長
が
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
評
文
だ
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
評
は
翌
年
一
月
の
「
越
路
の
岡
崎
の
晩
」
で
、
署
名
は
「
お
に
」（
岡
鬼
太
郎
）。
今
度
は
具
体
的
で
あ
る
。
越
路
太
夫
の
「
岡
崎
」
は
、
お
谷
の
出
が
第
一
の
出
来
。
雪
降
る
夜
半
の
寒
さ
淋
し
さ
は
、
少
し
で
も
巧
い
太
夫
は
さ
す
が
に
誰
も
語
り
現
す
が
、
サ
ア
こ
こ
だ
と
開
き
直
る
せ
い
で
、
大
抵
物
々
し
く
重
く
な
る
の
が
通
例
で
あ
る
の
に
、
こ
の
太
夫
の
は
、
シ
ョ
ン
ボ
リ
と
た
だ
淋
し
く
、
当
て
気
な
く
お
谷
を
門
口
ま
で
引
き
出
し
た
処
に
妙
が
あ
る
。
こ
の
一
点
だ
け
で
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も
売
物
に
す
る
値
打
が
あ
る
。
人
物
と
し
て
は
幸
兵
衛
が
第
一
の
上
出
来
で
、
こ
れ
一
つ
離
れ
て
い
る
。
お
谷
は
今
少
し
印
象
が
明
瞭
は
っ
き
りあ
り
た
い
。「
お
前
に
逢
う
た
は
人
参
熊
鷹
」
の
あ
た
り
、
門
口
で
の
大
性
根
場
が
引
立
た
ぬ
は
ま
だ
若
い
処
が
あ
る
。
五
六
年
の
後
に
そ
の
味
を
望
む
と
し
よ
う
。
婆
は
普
通
で
あ
る
が
、
「
引
き
出
す
糸
車
」
の
件
に
、
外
の
淋
味
を
助
け
る
効
の
な
い
が
物
足
ら
ぬ
。
家
の
中
で
の
こ
の
件
は
、
外
の
事
件
の
背
景
で
あ
る
事
に
、
十
分
の
注
意
を
払
っ
て
貰
い
た
い
。
全
段
を
通
じ
て
は
、
婆
と
政
右
衛
門
と
二
人
限
り
の
、
か
の
莨
切
り
の
あ
た
り
が
最
上
の
出
来
で
あ
っ
た
。
肝
腎
の
政
右
衛
門
は
、
気
の
毒
な
が
ら
一
番
の
不
出
来
で
あ
る
。
初
中
後
と
も
上
っ
調
子
で
、
大
武
芸
者
の
俤
な
ど
は
想
見
さ
れ
ぬ
。
極
端
な
事
を
言
え
ば
、
重
太
郎
じ
み
て
も
聞
こ
え
、
赤
垣
臭
い
と
も
言
え
る
。
い
や
、
言
い
草
が
少
し
乱
暴
で
、
ご
贔
屓
の
お
気
に
障
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
真
実
の
処
、
い
か
に
も
好
く
な
い
。
武
士
の
真
髄
を
解
し
得
ぬ
上
方
役
者
の
類
と
し
て
は
、
或
い
は
こ
れ
で
通
り
も
し
よ
う
が
、
わ
れ
等
の
耳
に
は
得
心
が
い
か
ぬ
。
鴈
治
郎
の
政
右
衛
門
の
浮
つ
い
た
の
な
ど
が
、
大
分
影
響
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
全
段
に
亘
っ
て
、
政
右
衛
門
の
改
造
と
、
情
味
の
補
給
と
を
お
願
い
申
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
岡
崎
が
越
路
の
立
派
な
出
し
物
で
あ
る
事
だ
け
は
、
又
更
に
断
言
す
る
を
憚
ら
ぬ
。
面
白
か
っ
た
。
吉
兵
衛
の
絃
は
、
例
の
穏
や
か
な
中
に
、
自
ら
な
る
味
が
出
て
来
た
。
結
構
で
あ
る
。
「
重
太
郎
」
や
「
赤
垣
」
と
比
較
し
て
い
る
の
は
、
外
伝
や
新
作
物
と
の
違
い
を
言
い
立
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
初
代
中
村
鴈
治
郎
の
政
右
衛
門
は
写
真
で
見
る
と
大
立
派
だ
が
、
東
京
人
の
鬼
太
郎
に
は
色
気
や
愛
嬌
が
滲
ん
で
見
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
、
八
年
の
分
を
除
く
評
文
が
『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
に
摘
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
義
太
夫
年
表
大
正
篇
』
に
は
、
興
行
記
録
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
公
演
評
が
併
載
さ
れ
て
い
る
。
本
拠
地
・
文
楽
座
の
評
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
他
に
『
浪
花
名
物
浄
瑠
璃
雑
誌
』『
演
芸
画
報
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
も
越
路
太
夫
に
関
す
る
記
事
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
ま
ず
は
時
代
物
の
名
作
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
。
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
十
月
と
同
三
年
九
月
に
「
合
邦
」
の
評
が
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
後
者
か
ら
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
の
評
を
引
く
。
「
深
た
る
」
よ
り
触
（
サ
ワ
リ
）
迄
の
合
邦
は
何
と
な
く
重
い
感
が
す
る
。
「
顔
と
顔
と
は
隔
た
れ
ど
」
受
け
て
拍
手
「
跡
を
慕
う
て
徒
は
だ
し
」
ワ
ー
と
受
け
る
「
助
け
て
お
か
し
ゃ
る
程
」
こ
こ
ら
の
腹
は
何
と
も
言
え
ぬ
味
あ
り
て
よ
し
「
助
け
た
い
ば
か
り
に
花
の
盛
り
を
捨
て
さ
せ
て
」
楽
に
語
っ
て
然
も
出
来
て
い
る
。
「
自
ら
ゆ
え
に
難
病
に
」
憂
い
を
含
み
て
こ
こ
の
情
を
語
る
は
さ
す
が
に
偉
い
「
苦
し
み
た
も
う
と
思
う
ほ
ど
い
や
ま
す
恋
の
」
と
一
口
に
語
り
ア
ッ
と
言
わ
せ
る
「
術
な
か
ろ
苦
し
か
ろ
苦
し
か
ろ
」
拍
手
「
憎
い
…
…
筈
じ
ゃ
」
前
は
受
け
る
が
、
憎
い
で
切
っ
て
息
を
継
ぐ
か
ら
筈
じ
ゃ
が
嘘
に
な
る
、
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切
ら
ず
と
も
息
さ
え
詰
ん
で
い
れ
ば
上
へ
持
っ
て
行
く
も
手
負
い
の
情
は
失
わ
ぬ
「
お
い
や
い
お
い
や
い
」
あ
っ
さ
り
と
よ
く
応
え
、
大
喝
采
に
終
る
。
芸
評
も
だ
が
、
客
席
の
反
応
も
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
っ
て
面
白
い
。
素
人
義
太
夫
全
盛
の
時
代
、
今
と
違
っ
て
、
演
奏
中
も
観
客
は
大
い
に
反
応
し
て
い
た
。「す
し
や
（
鮨
屋
）」
の
芸
評
が
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
二
月
と
四
年
三
月
、
八
年
三
月
に
見
え
る
。
八
年
の
毎
日
新
聞
の
評
を
引
く
。
相
変
わ
ら
ず
旨
い
も
の
だ
っ
た
。
お
里
と
弥
助
と
の
色
模
様
と
言
い
、
権
太
と
母
の
情
合
と
言
い
、
さ
っ
と
塗 な
すっ
て
ゆ
く
う
ち
に
言
い
知
れ
ぬ
深
い
味
が
籠
っ
て
い
た
。
奥
へ
ゆ
く
に
随
い
、
段
々
芸
の
底
力
が
出
て
来
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
聴
衆
の
興
味
を
筋
の
深
み
へ
引
き
ず
り
込
ん
で
ゆ
く
呼
吸
は
巧
い
も
の
で
あ
る
。
色
々
な
人
物
に
そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
を
吹
き
込
ん
で
、
そ
れ
を
最
後
の
段
切
ま
で
つ
か
ん
で
離
さ
な
い
と
こ
ろ
に
こ
の
太
夫
の
偉
さ
が
あ
る
。
「
寺
子
屋
」
も
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
二
月
と
五
年
一
月
の
評
が
残
っ
て
い
る
。
後
者
の
毎
日
新
聞
評
を
引
く
。
さ
す
が
に
立
派
な
も
の
で
、
大
家
の
貫
目
を
覗
う
に
は
十
分
な
出
来
で
あ
っ
た
。
「
気
弱
う
て
は
仕
損
ぜ
ん
、
鬼
に
な
っ
て
」
の
辺
に
鋭
く
出
し
た
源
蔵
夫
婦
の
心
が
、
「
忍
び
の
鍔
元
く
つ
ろ
げ
て
虚
と
言
わ
ば
切
り
付
け
ん
…
…
」
の
條
で
松
王
の
心
と
強
く
入
り
乱
れ
、
最
後
に
松
王
夫
婦
の
心
に
圧
倒
さ
れ
て
瞠
然
と
し
て
目
を
み
は
る
当
り
の
呼
吸
は
掌
面
た
な
ご
こ
ろ
を
指
す
よ
う
に
鮮
や
か
に
語
り
出
さ
れ
た
。
其
日
庵
も
認
め
た
「
寺
子
屋
」
で
あ
る
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
三
月
は
大
曲
「
山
科
閑
居
」
を
毎
日
新
聞
か
ら
。
初
段
と
し
て
近
頃
に
な
い
聴
き
物
で
こ
の
難
場
を
十
分
語
り
こ
な
し
た
に
つ
け
て
越
路
が
芸
の
円
熟
を
思
わ
し
め
る
。
浄
瑠
璃
そ
の
も
の
か
ら
言
っ
て
も
、
日
本
人
の
肉
体
か
ら
言
っ
て
も
越
路
の
今
日
こ
の
頃
の
芸
は
、
最
も
油
の
乗
り
切
っ
た
所
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
石
と
と
な
せ
の
詰
開
き
は
、
つ
っ
こ
ん
で
語
ろ
う
と
す
る
故
か
、
二
人
共
が
ど
う
か
す
る
と
男
子
の
呼
吸
に
な
り
た
が
っ
た
が
、
あ
す
こ
は
も
っ
と
ど
こ
ま
で
も
女
の
思
い
詰
め
た
気
持
ち
が
出
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
一
月
の
「
尼
ヶ
崎
」
も
毎
日
新
聞
か
ら
。
残
る
蕾
の
花
一
つ
、
水
揚
げ
か
ね
た
よ
う
な
重
次
郎
と
初
菊
と
の
情
愛
は
叙
事
詩
の
冒
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
沈
着
と
静
か
な
華
や
か
さ
を
以
て
巧
に
語
り
出
さ
れ
た
が
、
最
も
巧
い
と
思
っ
た
の
は
「
入
る
月
や
洩
る
片
庇
」
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で
道
具
を
上
手
に
引
っ
張
り
、
「
心
は
矢
竹
藪
垣
」
の
で
ま
た
夫
を
後
へ
戻
す
間
を
腹
を
崩
さ
ず
じ
っ
と
力
を
沈
黙
の
底
に
持
ち
堪
え
る
事
で
、
「
現
れ
出
た
る
」
光
秀
の
強
み
を
突
発
的
で
な
く
予
備
的
に
そ
の
沈
黙
の
間
に
孕
ん
で
い
た
の
は
流
石
に
熟
練
の
旨
味
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
六
月
の
「
日
向
島
」
は
朝
日
新
聞
か
ら
。
松
門
深
く
閉
じ
て
は
の
謡
が
か
り
か
ら
調
子
を
か
え
て
春
や
昔
と
運
ん
で
行
く
曲
節
の
抑
揚
と
呼
吸
の
深
さ
。
い
よ
い
よ
景
清
の
出
に
な
り
や
が
て
霊
牌
に
向
か
っ
て
の
述
懐
に
移
る
ま
で
の
荘
重
さ
は
無
類
の
出
来
と
言
っ
て
い
い
。
述
懐
に
な
っ
て
か
ら
鋭
く
鋭
く
突
っ
込
ん
で
行
く
調
子
、
張
り
切
っ
た
咽
喉
を
溢
れ
て
腸
を
絞
る
よ
う
な
声
、
一
人
舞
台
の
景
清
と
相
ま
っ
て
近
頃
に
な
い
緊
縮
し
た
舞
台
で
あ
っ
た
。
越
路
太
夫
は
世
話
物
よ
り
も
時
代
物
が
得
意
だ
っ
た
。
豊
竹
山
城
少
掾
は
「
だ
い
た
い
時
代
物
が
得
意
で
し
た
が
、
世
話
物
で
も
『
酒
屋
』
と
か
『
堀
川
』
と
い
っ
た
も
の
は
ま
た
、
格
別
よ
ろ
し
ゅ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
て
込
み
の
な
い
語
り
口
で
し
た
が
、
さ
び
た
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
粋
な
声
で
、
三
味
線
を
離
れ
た
音
遣
い
を
さ
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
い
音
遣
い
の
う
ま
い
人
で
、
私
も
、
し
ょ
っ
ち
う
耳
に
留
め
て
勉
強
し
て
お
り
ま
し
た
」
と
語
り
残
し
て
い
る
（
『
山
城
少
掾
聞
書
』）。
次
に
世
話
物
を
挙
げ
る
。
山
城
少
掾
が
越
路
太
夫
の
得
意
演
目
に
挙
げ
た
「
酒
屋
」
の
評
が
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
月
と
六
年
五
月
に
出
て
い
る
。
い
ず
れ
も
好
評
だ
が
、
六
年
の
毎
日
新
聞
評
を
引
く
。
半
兵
衛
と
宗
岸
を
両
主
人
公
に
し
た
よ
う
な
取
扱
い
で
、
そ
の
点
か
ら
み
れ
ば
申
し
分
の
な
い
「
酒
屋
」
で
あ
っ
た
。
我
強
い
半
兵
衛
の
際
立
っ
た
癖
は
か
な
り
よ
く
出
て
い
た
が
、
宗
岸
の
「
婿
の
半
七
は
人
殺
し
、
お
尋
ね
者
に
な
っ
た
わ
い
の
」
を
一
気
に
語
り
続
け
る
の
は
考
え
物
で
、
い
つ
ぞ
や
春
子
（
太
夫
）
の
を
聞
い
た
よ
う
に
「
人
殺
し
」
で
少
し
間
を
置
い
て
沈
黙
の
味
を
き
か
せ
、
さ
て
「
お
尋
ね
も
の
…
…
」
と
続
け
た
方
が
面
白
い
と
思
う
。
お
園
の
サ
ワ
リ
は
期
待
し
た
程
で
は
な
か
っ
た
が
、
手
紙
の
条
の
「
こ
り
ゃ
ま
あ
真
実
か
い
な
あ
半
七
様
…
…
」
に
は
実
感
の
響
が
よ
く
出
て
い
た
。
因
み
に
、
同
じ
公
演
の
朝
日
新
聞
評
は
お
園
を
誉
め
て
い
る
。
余
談
だ
が
、
こ
の
時
の
お
園
は
初
代
吉
田
栄
三
で
、
毎
日
は
「
動
き
す
ぎ
て
と
ん
と
味
に
乏
し
か
っ
た
」
、
朝
日
は
「
あ
ま
り
に
華
や
か
す
ぎ
て
寂
し
い
こ
の
場
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
が
邪
魔
に
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
「
渋
い
」
と
い
う
印
象
（
想
像
）
の
あ
る
栄
三
の
、
し
か
も
お
園
の
評
は
興
味
深
い
。
次
の
二
つ
は
越
路
太
夫
の
業
績
の
一
つ
で
あ
る
古
狂
言
の
復
活
に
関
わ
る
演
目
で
あ
る
。
越
路
太
夫
は
大
正
三
（
一
八
一
四
）
年
、
院
本
研
究
会
を
設
立
。
こ
の
年
一
月
に
近
松
門
左
衛
門
作
『
寿
の
門
松
』
、
同
六
年
三
月
に
同
じ
く
『
心
中
天
の
網
島
』
を
原
作
通
り
に
上
演
し
た
。
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『
寿
の
門
松
』
は
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
の
評
文
か
ら
。
越
路
は
日
に
十
二
遍
宛
稽
古
し
苦
心
し
た
甲
斐
空
し
か
ら
ず
。
浄
閑
の
町
人
堅
気
、
治
部
右
衛
門
の
侍
気
性
遺
憾
な
く
描
き
出
し
、
将
棋
の
述
語
を
以
て
、
与
次
兵
衛
の
罪
を
贖
え
、
金
は
出
さ
ぬ
と
相
方
争
う
舅
と
親
の
義
理
人
情
の
深
刻
な
る
文
章
を
能
く
活
動
さ
せ
、
後
段
に
至
り
浄
閑
が
鼠
落
し
を
以
て
鼠
に
譬
え
与
次
兵
衛
に
落
ち
よ
と
諭
す
所
な
ど
は
子
を
思
う
親
の
情
溢
れ
、
同
情
万
斛
の
涕
を
そ
そ
が
し
め
た
。
お
菊
吾
妻
の
人
格
の
情
味
を
語
り
分
け
て
成
功
。
前
の
年
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
師
匠
で
あ
る
攝
津
大
掾
が
引
退
し
、
紋
下
と
し
て
番
付
に
名
前
は
残
し
て
い
た
も
の
の
、
文
楽
座
の
命
運
は
越
路
太
夫
の
双
肩
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
の
研
鑚
ぶ
り
が
窺
え
る
。
続
い
て
大
正
六
（
一
九
一
七
）
三
月
の
「
紙
屋
内
か
ら
大
和
屋
の
段
」
の
評
の
一
部
を
朝
日
新
聞
か
ら
引
く
。
弟
を
気
遣
う
孫
右
衛
門
も
戸
の
外
で
小
春
を
待
つ
治
兵
衛
か
ら
「
火
の
用
心
」
ま
で
好
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
人
物
よ
り
も
最
も
大
切
な
こ
の
場
全
体
に
蟠
っ
た
う
す
暗
い
悲
し
い
台
詞
を
第
一
に
活
か
し
て
い
る
の
は
賞
讃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
春
を
迎
え
に
来
て
お
泊
り
じ
ゃ
と
断
ら
れ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
駕
の
衆
が
先
刻
潜
戸
を
が
ら
が
ら
音
さ
せ
た
後
は
音
も
絶
え
人
の
気
も
絶
え
、
暫
く
空
の
舞
台
の
み
が
不
安
を
続
け
て
い
る
中
に
「
光
も
細
く
更
る
夜
の
…
…
」
と
越
路
の
床
と
吉
兵
衛
の
美
し
い
三
味
の
音
が
も
つ
れ
合
っ
て
し
ん
み
り
と
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
な
ど
今
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
評
は
『
新
演
芸
』
五
月
号
に
も
美
野
う
ま
の
一
白
い
っ
ぱ
く
（
中
井
浩
水
）
「
文
楽
座
の
『
天
網
島
』
」
が
載
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
九
月
刊
行
の
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
六
四
二
〉
に
再
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
。
「
大
和
屋
の
段
」
は
そ
の
後
、
八
世
竹
本
綱
太
夫
に
伝
承
さ
れ
、
今
日
も
近
松
原
作
の
形
で
上
演
が
続
い
て
い
る
（『
芸
談
か
た
つ
む
り
』）。
越
路
太
夫
の
芸
評
を
読
む
と
、
ぜ
ひ
聴
い
て
み
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
つ
の
る
ば
か
り
だ
が
、
芸
は
今
も
継
承
さ
れ
い
る
。
そ
し
て
、
越
路
太
夫
の
遺
品
に
は
、
新
聞
記
事
が
き
ち
ん
と
張
り
込
ま
れ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
が
あ
っ
た
（『
目
録
』
一
書
籍
の
う
ち
、
新
聞
抜
粋
帖
129）
そ
ち
ら
で
は
大
毎
、
大
朝
以
外
の
大
阪
日
日
、
大
阪
時
事
、
大
阪
、
大
阪
新
報
、
大
阪
朝
報
、
大
阪
絵
入
、
関
西
日
報
、
な
ど
、
現
在
で
は
閲
覧
が
難
し
い
新
聞
記
事
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。
精
査
で
き
れ
ば
さ
ら
に
情
報
が
収
集
で
き
る
は
ず
だ
。
こ
ち
ら
も
後
日
を
期
し
た
い
。
（
七
）
そ
の
芸
談
越
路
太
夫
の
芸
談
は
『
義
太
夫
大
鑑
』
下
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
竹
本
越
路
太
夫
の
芸
談
」
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
厳
し
い
稽
古
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を
受
け
た
子
ど
も
時
代
の
想
い
出
や
、
世
話
物
の
難
し
さ
な
ど
を
語
っ
て
い
て
貴
重
だ
が
、
今
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
譲
る
。
そ
れ
以
外
は
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
現
在
、
把
握
し
て
い
る
も
の
を
紹
介
す
る
。
一
つ
は
『
新
演
芸
』
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
七
月
号
掲
載
の
｢
越
路
太
夫
の
先
代
萩
｣（
香
川
蓬
洲
）。
八
頁
に
及
ぶ
文
章
だ
が
要
領
を
得
な
い
内
容
で
、
長
い
前
口
上
が
あ
っ
た
後
に
越
路
太
夫
に
直
接
聞
い
た
話
が
よ
う
や
く
出
て
来
る
の
だ
が
、
ど
こ
が
本
人
の
談
話
な
の
か
わ
か
り
に
く
く
、
こ
こ
で
は
引
用
し
な
い
。
こ
の
段
階
で
は
地
方
公
演
を
除
い
て
本
公
演
で
は
語
っ
た
こ
と
が
な
い
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
越
路
太
夫
は
二
年
後
の
七
年
二
月
、
文
楽
座
で
「
御
殿
」
を
語
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
『
演
芸
画
報
』
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
六
月
号
の
「
関
西
楽
屋
巡
礼
」（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
鮨
屋
と
越
路
太
夫
」。
文
楽
座
の
楽
屋
を
訪
ね
た
記
者
の
質
問
に
越
路
太
夫
が
答
え
て
い
る
。
一
体
こ
の
鮨
屋
の
よ
う
な
語
り
物
は
、
ど
っ
ち
ゃ
か
と
い
う
た
ら
、
私
の
声
に
は
適
い
ま
せ
ん
。
私
の
声
と
し
て
は
、
権
太
や
景
時
な
ど
は
楽
ど
す
が
、
楽
や
と
い
う
て
旨
く
行
く
も
の
で
も
な
し
、
声
に
適
わ
ん
か
て
、
一
通
り
の
節
が
附
い
て
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
も
ん
で
も
や
れ
ん
事
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
が
、
一
番
力
を
入
れ
て
語
る
と
こ
ろ
は
、
弥
左
衛
門
が
帰
っ
て
来
て
、
弥
助
を
上
座
に
直
し
て
「
君
の
親
御
、
小
松
の
内
府
…
…
」
と
い
う
物
語
に
な
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
権
太
で
は
首
の
入
っ
た
鮨
桶
を
抱
え
て
「
邪
魔
ひ
ろ
ぐ
な
と
す
が
る
を
蹴
倒
し
」
て
駆
け
出
し
て
行
く
前
後
か
ら
で
ご
ざ
り
ま
す
。
太
夫
の
方
が
語
り
場
所
に
い
ろ
い
ろ
苦
心
い
た
し
ま
す
上
に
、
人
形
遣
い
の
方
に
も
仲
々
苦
心
が
あ
り
ま
し
て
、
例
え
ば
権
太
の
着
付
な
ぞ
で
も
、
今
度
は
上
方
で
い
う
「
ど
ん
ざ
」
と
い
う
褞
袍
の
よ
う
な
も
の
が
着
せ
て
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
又
権
太
の
風
体
が
こ
ろ
っ
と
変
っ
て
お
り
ま
し
た
。
先
々
代
の
玉
蔵 マ
マさ
ん
と
い
う
の
が
工
夫
を
し
て
、
茶
無
地
の
着
物
の
裏
を
、
所
々
剥
が
し
て
綿
を
つ
け
て
着
せ
、
帯
の
代
わ
り
に
子
供
の
淡 と
紅 き
色
の
附
紐
を
取
っ
て
結
ん
だ
つ
も
り
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
し
ま
い
の
権
太
が
腹
を
突
か
れ
て
か
ら
懺
悔
の
と
こ
ろ
に
な
っ
て
「
わ
し
と
善
太
を
こ
れ
こ
う
と
、
手
を
廻
す
れ
ば
倅
め
も
…
…
」
で
愁
嘆
に
な
り
「
か
け
て
も
か
け
て
も
手
が
は
ず
れ
、
結
ん
だ
縄
も
し
ゃ
ら
ほ
ど
け
」
で
、
そ
の
帯
に
附
い
て
い
る
子
供
の
巾
着
を
振
る
科
に
は
ま
っ
て
行
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
（
以
下
略
）
文
中
の
玉
蔵
は
初
代
吉
田
玉
造
で
あ
る
。
（
八
）
そ
の
人
柄
越
路
太
夫
の
人
柄
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
『
山
城
少
掾
聞
書
』
に
は
芸
風
だ
け
で
な
く
、
世
に
知
ら
れ
た
「
勘
当
」
の
逸
話
も
載
っ
て
い
る
。
越
路
さ
ん
が
若
い
時
か
ら
三
十
な
ん
べ
ん
、
大
掾
師
匠
か
ら
勘
当
さ
れ
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た
と
い
う
の
は
有
名
な
、
嘘
の
よ
う
な
本
当
の
話
で
、
そ
れ
も
不
身
持
が
因
だ
っ
た
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ひ
と
が
い
い
だ
け
に
絆 ほ
ださ
れ
や
す
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
ま
っ
た
く
世
間
放
れ
し
た
、
毒
の
な
い
、
芸
い
っ
ぽ
う
の
お
人
で
し
た
。
大
掾
師
匠
も
、
な
ん
ど
も
勘
当
し
た
り
な
さ
っ
た
も
の
の
、
芸
は
認
め
て
い
ら
れ
、
ひ
と
の
い
い
の
を
や
っ
ぱ
り
可
愛
が
っ
て
い
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
山
城
少
掾
が
越
路
太
夫
を
崇
拝
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
八
世
竹
本
綱
太
夫
が
語
り
残
し
て
い
る
。
私
の
師
匠
は
若
い
時
分
か
ら
、
非
常
に
越
路
師
匠
を
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
及
ば
ず
な
が
ら
も
、
文
楽
の
太
夫
と
な
っ
た
以
上
、
三
代
目
の
越
路
太
夫
ほ
ど
の
名
人
に
な
り
た
い
。
い
わ
ば
越
路
師
匠
を
自
分
の
将
来
の
目
標
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。
（
略
）
私
達
弟
子
ど
も
を
つ
か
ま
え
て
も
、
よ
く
「
如
何
な
る
場
合
で
も
、
越
路
師
匠
の
芸
だ
け
は
絶
対
に
聞
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん
な
語
り
も
の
で
も
聞
き
の
が
さ
ぬ
よ
う
に
…
」
と
訓
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
（『
芸
談
か
た
つ
む
り
』）。
綱
太
夫
は
若
い
こ
ろ
に
越
路
太
夫
に
叱
ら
れ
た
思
い
出
も
こ
の
あ
と
に
語
っ
て
お
り
、
素
顔
は
奔
放
で
も
芸
に
は
厳
格
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
芸
人
を
抱
え
る
お
仕
打
ち
側
か
ら
見
れ
ば
、
扱
い
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
後
年
の
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
だ
が
、
松
竹
の
白
井
松
次
郎
が
『
演
芸
画
報
』
八
月
号
に
思
い
出
を
述
べ
て
い
る
。
も
う
立
派
な
紋
下
に
据
わ
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
私
と
の
交
渉
に
、
ど
う
も
世
間
へ
は
通
ら
な
い
、
非
常
識
な
こ
と
を
言
っ
て
困
ら
す
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
遂
に
「
あ
ん
た
と
の
話
は
見
台
を
真
中
に
置
い
て
話
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
こ
う
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
（
略
）
社
会
人
と
し
て
の
越
路
は
全
く
零
で
、
見
台
を
前
に
し
た
芸
術
家
と
し
て
の
み
越
路
太
夫
は
一
人
前
だ
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は
「
浄
瑠
璃
を
語
れ
ば
義
理
人
情
を
彼
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
語
り
こ
な
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
事
に
通
じ
て
い
る
人
が
、
裃
を
脱
ぐ
と
さ
っ
ぱ
り
駄
目
だ
」
と
も
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
に
越
路
太
夫
は
芸
の
こ
と
に
凝
り
固
ま
っ
た
人
で
し
た
。
白
井
は
興
行
師
と
し
て
の
苦
労
を
語
り
な
が
ら
、
越
路
太
夫
の
芸
を
十
二
分
に
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
越
路
太
夫
も
ま
た
、
ひ
と
り
の
「
芸
阿
呆
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
太
夫
人
生
を
支
え
た
の
が
、
た
ま
夫
人
だ
っ
た
。
た
ま
女
の
こ
と
は
目
録
の
解
説
書
に
記
し
、
南
木
芳
太
郎
が
主
宰
し
た
「
京
阪
神
名
流
上
方
舞
大
会
」
へ
出
演
し
た
こ
と
も
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
む
す
び
三
世
竹
本
越
路
太
夫
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
人
間
的
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
人
だ
。
芸
熱
心
で
、
太
夫
と
し
て
優
れ
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
普
段
か
ら
明
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朗
、
快
活
で
、
人
当
た
り
が
よ
く
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
、
今
回
、
資
料
類
を
通
し
て
さ
ら
に
よ
く
わ
か
っ
た
。
新
聞
や
雑
誌
類
は
調
査
を
続
け
れ
ば
新
た
な
情
報
が
出
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
。
試
み
に
手
許
に
あ
る
二
代
目
實
川
延
若
の
後
援
会
誌
『
や
ぐ
ら
』
三
冊
を
見
て
み
た
ら
、
越
路
太
夫
に
関
す
る
記
事
が
複
数
あ
っ
た
。
同
誌
は
、
大
正
時
代
に
流
行
し
た
役
者
の
後
援
雑
誌
の
中
で
は
、
例
外
的
に
贔
屓
の
役
者
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
同
時
代
の
劇
界
の
情
報
が
わ
か
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
編
集
し
て
い
た
の
は
高
谷
伸
で
、
池
田
文
庫
が
多
く
を
所
蔵
し
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合
で
今
回
は
触
れ
な
い
が
、
今
後
も
資
料
を
追
加
し
て
、
少
し
で
も
そ
の
全
容
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。
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